
　

　熊本市は、九州の中央、熊本県のほぼ中央部に位置する。

　有明海に面し、坪井川・白川・緑川の３水系の下流部に形成された熊本平野の大部分を占めてい

る。また、阿蘇山と金峰山系との接合地帯にあり、数多くの山岳、丘陵、大地、平野等によって四方

を囲まれている。

　古来、阿蘇からの伏流水による地下水が豊富なことや市内にいくつもの川が流れていることから、

「緑潤う、森と水の都」と呼ばれている。

　

　熊本は古くから「火の国」と呼ばれてきた。大化の改新後、清冽な泉の湧き出る現在の出水町に国

府が置かれ、ここを中心に形成された集落が熊本市の始まりである。

　豊臣時代に入って、加藤清正の治世に建設された熊本城は、細川家に藩主が替わった後も、肥後熊

本の政治・文化・経済の中心として城下町を形成し、大政奉還までの約２００年間にわたり安定した

治世の核となった。

　西南戦争で熊本城を始め市街地の大部分が灰燼に帰したが、直ちに復興し、明治２２年には近隣町

村を合併し、市制の施行に伴い熊本市となり、九州における政治・経済の中心地として発展を続けた。

　その後、昭和２０年の空襲や２８年の大水害などで市街地は大きな被害を受けたが、全市民の懸命

の努力により困難を克服し、その後数次にわたる市域の拡大と都市機能の集積の結果、平成８年４月

に人口６５万を抱える中核市として指定を受け、平成２０年１０月の富合町、平成２２年３月の城南

町、植木町との合併をはじめとする市域の拡大等によって、今や面積３８９.５３平方キロメートル、

人口約７４万人にまで成長した。平成２４年４月には全国で２０番目、九州で３番目の政令指定都市

へと移行した。平成２３年３月の九州新幹線全線開業とこの政令指定都市移行による相乗効果によ

り、九州中央の交流拠点都市として着実に発展している。

　熊本城を中心に城下町として発展してきた肥後熊本は、文教の府としても全国に秀でた存在であっ

た。特に細川家８代重賢（１７４７年藩主となる）は、全国に先駆けて医療・教育機関として「再春

館」を創設したほか、藩校「時習館」や薬草研究で有名な「蕃滋園」を設置し、藩政の充実のみなら

ず「教学」も大いに振興した。

　明治の変革期に時代が下がると、和魂洋才教育を実践し

た熊本洋学校、欧米流で進歩的な県立学校、藩校時代の教

えを受け継いだ私立学校、更に第五高等中学校や熊本医学

校等々、相次いで教育機関が設置された。

　現在もその流れをくむ学校・教育機関を中心に学制改革

が行われ、第二次世界大戦後も度重なる教育改革を経て現

在に至っている。
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